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カ
タ
カ
ム
ナ
の
知
恵
に
学
ぶ
（
６
） 

四
相
の
変
化
性 

物
質
は
四
つ
の
変
化
を
経
て
元
に
戻
る 

 

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
陰
陽
原
理
で
は
、
万
物
は
陰
か

ら
陽
へ
、
陽
か
ら
陰
へ
変
化
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
カ

タ
カ
ム
ナ
（
潜
象
物
理
学
・
直
感
物
理
学
）
で
は
現
象
化
し

た
物
質
は
四
つ
の
流
れ
（
四
相
）
で
変
化
す
る
と
捉
え
ま
す
。

陰
の
も
の
も
、
陽
の
も
の
も
四
つ
の
変
化
を
経
て
元
に
戻
る

と
い
う
循
環
の
法
則
で
す
。 

カ
タ
カ
ム
ナ
の
太
極
マ
ー
ク
は
〇
の
中
に
十
が
入
っ
て
い

て
、
こ
れ
は
四
相
の
変
化
を
象
徴
し
た
マ
ー
ク
で
す
。
江
戸

時
代
の
島
津
藩
の
家
紋
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

芽
吹
い
て
（
陰
）
生
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
徐
々
に
拡
散

（
陰
）
し
、
拡
散
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
と
下
降
（
陽
）
し
、

収
斂
（
陽
）
し
て
凝
縮
し
て
い
き
ま
す
。
太
陽
の
周
期
で
あ

る
一
年
の
四
季
の
季
節
の
変
化
は
春
夏
秋
冬
で
、
月
の
周
期

で
あ
る
一
ヶ
月
は
新
月
、
上
弦
、
満
月
、
下
弦
の
一
週
間
単

位
で
推
移
し
、
地
球
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
一
日
は
朝
、
昼
、
夕
、

晩
の
四
相
で
変
化
し
て
い
ま
す
。 

 

方
位
は
東
西
南
北
、
位
置
は
前
後
左
右
、
球
体
は
上
下
左

右
、
文
章
は
起
承
転
結
、
温
度
は
温
熱
涼
感
、
人
間
の
区
分

け
は
老
若
男
女
、
年
齢
の
推
移
は
幼
少
期
、
青
年
期
、
壮
年

期
、
老
年
期
、
物
質
の
状
態
は
固
体
、
液
体
、
気
体
、
プ
ラ

ズ
マ
、
人
間
の
生
理
は
摂
取
、
消
化
、
同
化
、
排
泄
、
人
体

の
構
造
は
頭
、
胴
、
手
、
足
、
感
情
は
喜
怒
哀
楽
、
植
物
は

根
、
幹
、
枝
、
葉
と
い
う
よ
う
に
、
四
相
の
相
似
象
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

  

   

時
代
は
軽
・
薄
・
短
・
小
か
ら
花
鳥
風
月
の
世
界
へ 

 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
期
に
は
繊
維
や
雑
貨
、
食
料

品
な
ど
を
生
産
す
る
「
農
・
林
・
水
・
畜
産
」
が
中
心
で
し

た
が
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
は
、
鉄
鋼
や
造
船
、
大
型

機
械
製
造
と
い
っ
た
重
工
業
が
も
て
は
や
さ
れ
た
「
重
・

厚
・
長
・
大
」
の
時
代
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
半
導
体
や
カ
メ

ラ
、
ビ
デ
オ
、
ス
テ
レ
オ
と
い
っ
た
情
報
産
業
が
勃
興
し
、

金
融
や
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
し
た
「
軽
・
薄
・
短
・
小
」

の
時
代
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
カ
タ
カ
ム
ナ
で
い
う
「
場
」
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
時
代
で
、
美
し
く
、
感
性
に
飛
ん
だ
、
遊
び
心
の

あ
る
創
造
的
な
「
美
・
感
・
遊
・
創
」
の
方
向
、
言
わ
ば
生

命
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
造
産
業
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。「
花
鳥
風
月
」
を
楽
し
む
風
流
の
世
界
で
す
ね
。 

思
想
の
変
化
の
活
用 

 

風
水
の
世
界
で
は
、
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
場
所
を

「
四
神
相
応
」
の
地
と
し
て
き
ま
し
た
。
東
南
西
北
の
方
位

を
そ
れ
ぞ
れ
の
四
神
（
青
龍
、
朱
雀
、
白
虎
、
玄
武
）
が
守

護
し
て
い
る
土
地
の
こ
と
で
、
最
も
よ
い
気
が
集
ま
る
「
最

良
の
土
地
」
＝
イ
ヤ
シ
ロ
チ
で
、
幸
せ
を
呼
ぶ
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

京
都
御
所
の
四
つ
の
門
は
ま
さ
に
こ
の
造
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。
相
撲
の
土
俵
の
上
の
櫓
か
ら
垂
れ
て
い
る
四
本
の
房

（
青
、
赤
、
白
、
黒
）
も
東
南
西
北
の
方
位
に
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

物
質
世
界
が
四
相
の
変
化
で
流
転
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

れ
ば
、
応
用
す
る
こ
と
で
、
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
と

同
調
し
、
健
康
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

日
本
の
教
育
制
度
は
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
と

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
料
理
教
室

も
初
級
、
中
級
、
上
級
、
師
範
と
進
級
し
て
い
く
よ
う
に
、

四
相
の
変
化
で
学
ん
で
行
っ
た
ほ
う
が
理
に
か
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。 

時
代
と
共
に
変
化
す
る
食
へ
の
期
待 

食
の
あ
り
方
も
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
ま
で
は
質
素
・
倹
約
な
食
事
で
し
た
が
、
戦
前

か
ら
戦
後
は
、
カ
ロ
リ
ー
重
視
の
西
洋
栄
養
学
が
中
心
で
し

た
。
昭
和
三
〇
年
代
以
降
は
食
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
化
や
、
フ

ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
コ
ン
ビ
ニ
食
が
大
人
気
と
な
り
、
添
加
物

な
ど
の
化
学
物
質
の
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
今
は
飽
食
・
過
食
の
時
代
と
な
り
、
生
活
習
慣
病
が

蔓
延
す
る
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

と
い
う
こ
と
は
、
今
後
は
、
江
戸
時
代
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
健
康
・
安
全
・
自
然
・
環
境
に
配
慮
し
た
伝
統
的

な
日
本
型
食
生
活
に
回
帰
す
る
は
ず
で
す
。
自
然
と
の
共
存
、

生
命
力
を
重
視
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
時
代
！ 

ま
さ
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
世
界
で
す
。 

鉄
の
時
代
の
終
焉
か
ら
還
元
力
の
強
い
黄
金
期
へ 

 

千
島
喜
久
男
先
生
が
唱
え
た
腸
管
造
血
説
で
は
、
腸
内
の

バ
ク
テ
リ
ア→

赤
血
球→

白
血
球→

細
胞
と
分
化
し
、
細
胞

が
朽
ち
る
と
そ
の
逆
に
変
化
が
お
こ
り
、
最
後
は
バ
ク
テ
リ

ア
の
死
骸
と
な
っ
て
便
と
し
て
体
外
に
排
泄
さ
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
食
べ
物
の
質
が
血
液
や
白
血
球
、
細
胞
の
質
ま
で
影

響
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
の
言
い
伝
え
で
は
、
過
去
に
全
て
が
黄
金

に
輝
く
金
の
時
代
が
あ
り
、
酸
化
に
よ
っ
て
銀
の
時
代
に
な

り
、
銅
鐸
や
青
銅
器
が
用
い
ら
れ
た
銅
の
時
代
を
経
て
、
現

代
は
鉄
鋼
業
が
隆
盛
し
た
よ
う
に
、
最
も
酸
化
し
や
す
い
鉄

の
時
代
と
言
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
先
、
ま
た
黄
金

色
に
輝
く
還
元
力
の
強
い
金
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
と
推
測

さ
れ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
カ
タ
カ
ム
ナ
の
四
相
の
変
化
の
法
則
が
わ

か
る
と
、
す
べ
て
が
循
環
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

で
き
、
未
来
を
も
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。 

ム
ス
ビ
の
会 

岡
部
賢
二 

ム
ス
ビ
の
会
ニ
ュ
ー
ス 

 
発行 

ムスビの会 

4 月の月齢 
 

下弦 4/2 

新月 4/9 

上弦 4/16 

満月 4/24 
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ムスビの会 HP 

入浴で体を還元！ 

Re
リ

 Coenzyme
コ エ ン ザ イ ム

 Spa
ス パ

 Salt
ソ ル ト

 

リ・コエンザイムソルトの特徴 

●ヒマラヤ山脈（標高5000m)のチベット高原が原産地 

●３億８千万年前の地殻変動により、汚染のない太古の海水が 

マグマの熱で焼かれ、溶けて結晶化し自然に作られた還元力を

持つ貴重な「還元性焼成岩塩」（マグマによる蒸し焼き） 

●塩に含まれるミネラルが体内の新陳代謝に欠かせない酵素を 

活性化させます（補酵素作用） 

●ミネラルには免疫を活性化させ、新陳代謝を高める重要な 

働きがあります 

●酸化した身体を還元させる  

ご自宅の浴槽に入れるだけで水道水の塩素が還元され、マイナス

イオンたっぷりの、まるで天然温泉のような肌にやさしいお湯に

早変わりします。 

体を芯から温め、汗と一緒に体の老廃物が排泄してくれます。 

また、体にため込まれた静電気や電磁波などのプラスイオンを中

和し、血流を良くしてくれます。 

容量:500g 

原材料：天然成岩塩 100％

（チベット産） 

販売価格：1,947 円（税込） 

成分：ナトリウム、カルシウム 

マグネシウム、カリウム 

ケイ素、鉄、亜鉛、マンガン 

塩素、フッ素、銅、リン、イオウ 

使い方 

浴槽に付属のスプーン２〜３杯を目安に

入れてください。 

お風呂の残り湯で洗濯すると、汚れ落ち

がよくなります。お風呂のぬめりがなく

なります。 

イオウの匂いが気になる時は、お好みの

エッセンシャルオイルを加えて入浴して

ください。 

 
こんな方におすすめ 

・パソコンやスマホなど電子機器を使う機会が多く、 

電磁波が気になる 

・冬場に静電気がおきやすい 

・肌荒れなどのトラブルが気になる 

・経皮毒が気になる 

・手先、足先が冷える 

・化学物質のデトックスをしたい 

・身体が過緊張気味 

・体臭が気になる 

酸化 

サビつき・老化 

劣化・腐敗 

汚れ・臭化  

還元 

サビ取り・若返り 

再生・修復・洗浄 

解毒・浄化・吸着 

発酵 

お風呂でアーシング！ 


